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57 第 562回千葉医学会例会・第 12回佐藤外科例会 
れるが胆道造影所見では胆管閉塞像が主な所見で癌腫の
浸潤状態、を把握するのは困難である。一方，動脈造影所
見では十二指腸のみならずその他の部位への癌腫の浸潤
状態も把握出来手術方針の決定に大いに役立つている。 
30. 分画骨髄細胞移植一第 III報一

一特異的免疫反応抑制の試み一

鈴木盛一(千大)
分画骨髄細胞移植によるドナー細胞生着犬で MLC 
lnclexの低下した時期にイムラン (2-3 mg/kg)を併
用し腎移植を行った(3匹)。イムラン単独投与では， 2 
週間位で移植腎は拒絶されると言われるが，本実験例で
は生存期間がそれぞれ13日， 19日 61日で死因は腹膜炎 
(2匹)と腸重積 (1匹)で移植腎は肉眼的，組織的に拒
絶反応は見られなかった。また，骨髄細胞生着犬では， 
Bリンパ球障害試験で，抗Bリンパ球抗体が証明された。 
31. 胆道癌に対する術中照射療法の基礎的並びに臨
床的研究
轟 健(放医研臨床研究部)
目的，肝門部領域の電子線 1回大線量照射における組
織耐容線量を知るために正常家兎を用いて実験した。前
回は照射後 2日-4週まで、の急'性期の変化について報告
した。今回は照射後 3-10ヶ月の慢性期の変化について
報告した。結果，肝門部(肝臓，肝外胆管，固有肝動脈，
門脈)3000racls 1回照射は慢性期の実験において病理
形態学的には照射局所並びに照射野外の変化は少なく組
織耐容線量内にあると考えられ肝門部癌術中照射の臨床
応用に極めて示唆に富む所見で、あった。 
32. 上腸間膜動脈血栓症の一治験例
今国修，吉川広和，斉藤弘司
西島浩(幸手総合病院)
われわれはネフローゼ型腎炎に合併した上腸間膜動脈
血栓症の一例に小腸広範囲切除術を施行し，術後の水分
電解質異常は IVHにて調節し救命し得た。症例68歳男
性。主訴腹痛。既往歴，ネフローゼ型腎炎にて治療中，
手術歴及び心疾患の既往なし。検査では著明な白血球増
多と血液濃縮，尿中蛋白漏出を認めた。術後残存小腸は 
140cmとなった。小腸広範囲切除後の栄養管理に IVH
は有用であると思われる。 
33. 当院における胃集検について
入江氏康，坪井秀一，塩田彰郎
(塩谷病院)
昭和48年4月より昭和51年11月までの当院における胃
集検成績は，検診総数1422人，要精検率13.5%，精検受
診率87.1%で， 胃癌 9例0.13%， 胃ポリープ 28例0.41
%， 胃潰療120例1.73%，十二指腸潰蕩39例0.56%であ
った。胃癌 9例のうち，切除例は 8例で， うち表在癌 5
例，進行癌 3例であった。 
34. 小腸アンサキス症の一治験例
小出義雄，斉藤金彦，原	 壮
c1青水厚生病院)
人体の幼虫臓J器移行症の一つで、あるアニサキス症が，
その起因を明らかとされてから既に16年が経過し，本邦
における報告は八百例に達せんとしている。生鮮魚介生
食の風習を有する我が国の本症の発症は，輸送状況の発
達した今日もっと多数に，平均した分布が予想される。
しかし，可成りの片寄りを示しているのが現況である。
本症の一治験例を報告し，疫学を中心とし，若干の文献
的考察を試みた。 
35. 転移性肝癌の治療経験
林良輔，二宮ー，骨野文豊
塚原則幸(県立・佐原)
われわれは，転移性肝癌の対症療法として， Selclinger 
法による選択的腹腔動脈造影を施行し病巣確認をしたの
ちに，大量の MMCの OneShot動注療法を行なって
いる。今回，肝腫痛と同部の重圧感の出現した胃癌肝転
例に対し， MMCの OneShot動注法を繰り返し施行
し，腫癌の縮小と自覚症状の緩解に著効のあった，月干転
移を認めてから 2年 8ヶ月を経過している症例を経験し
ているので多少の文献的考察を付け加えて報告した。 
36. α・フェトプロテイン陽性を呈した胃癌肝転移の
一治験例
円山正博，神津照雄，堀江弘
黄田江庭(長生病院)
症例， 68歳男，主訴，左季肋部腫癌，現病歴，昭和49
年 6月胃癌の根治術。前庭部小智 Borrmannm型， 
Stage m (S2P1HoN2) R20乳頭腺癌で一部低分化腺癌。 
51年7月主訴出現。血管造影で左肝動脈末梢に腫癌陰
